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LEXUS、次世代バッテリーEV コンセプト「LF-ZC」に着想を得たインスタ

レーションをマイアミ現代美術館にて展⽰  
 

 
インスタレーション「8分 20秒」 

 
LEXUSは、⽶国フロリダ州で 12⽉ 6⽇〜10⽇の間に開催されている「マイアミ アート＆デザイン
ウィーク」に合わせて、オランダ出⾝のソーラーデザイナー、マーヤン・ファン・オーベル⽒によ
るインスタレーション「8分 20秒」をマイアミ現代美術館（ICA Miami）の Sculpture Gardenで 12⽉
17⽇まで展⽰します。⽣命⼒と⾊彩に溢れたこの印象的な作品は、次世代バッテリーEVコンセプト
「LF-ZC」（Lexus Future Zero-emission Catalyst）を、ファン・オーベル⽒のトレードマークである太陽
電池を使ったインタラクティブな体験として再構築し、空間デザインスタジオ Random Studioとの共
同開発によって実現しました。 
 
太陽から光が地球に到達するまでの時間である「8分 20秒」と題されたこのインスタレーション
は、透明で豊かな⾊彩を持つ第 3世代の太陽電池である有機薄膜太陽電池（OPV）シートを⽤い
て、「LF-ZC」を等⾝⼤サイズでグラフィックパターンのデザインに変換しています。 
 
「8分 20秒 」は、来場者が周囲を歩き、さまざまな⾓度から動作を感知します。⾞両の EVプラッ
トフォームを表現するインスタレーションの⼟台に、4つのモーション・センサーが搭載されてお
り、⼈の動作に合わせて光が反応し、⽔のように波打ち、不規則に流れるメロディーに沿って動く



 
 
 

ことで、クルマのドライビングダイナミクスをも感覚的に表現しています。また、⼀⽇の時間の流
れに沿って、OPVシートは⽇の出のような暖かな⾊合いから、涼しげなトーンへと変化していきま
す。 
 
このインスタレーションは、常に太陽光発電を利⽤し、OPVシートからエネルギーを取り⼊れ、イ
ンスタレーションの⼟台に内蔵されたバッテリーに蓄積されます。ゆっくりと、絶え間なく吸収さ
れたエネルギーは、作品のディスプレイや機能を作動させることに役⽴っています。 
 
また、温かみのある弦楽器や柔らかなピアノの⾳⾊、周囲の環境と調和するチャイム⾳など、様々
なメロディーが、インスタレーションから発せられます。メロディーの合間には、時折、⿃のさえ
ずりや⽵が揺れる⾳などの⾃然な⾳も聞こえてきます。⽵が揺れる⾳は、着想を得た「LF-ZC」の
内装に採⽤された⽵素材に由来しており、聴覚的にも表現しています。 
 
 

 
次世代バッテリーEVコンセプト「LF-ZC」 

 
アートとデザインにおける持続可能性の提唱者として世界的に知られるファン・オーベル⽒は、
LEXUSのデザイン理念と共鳴するパートナーです。家具や照明デザイン、公共施設でのインスタレ
ーションで知られるファン・オーベル⽒の作品は、ソーラー技術とデザイン・ソリューションの架
け橋となっています。これまでの作品は、ニューヨーク現代美術館（MoMA）、ヴィトラ・デザイ
ン・ミュージアム、ステデライク美術館、ヴィクトリア&アルバート博物館などにも展⽰されてい
ます。 
 
「コンセプトモデル「LF-ZC」を作品として表現することができ、とても嬉しく思っています。
LEXUSのイノベーション、クラフトマンシップ、新素材の使⽤に対する理念は、私のデザイン活動
と共鳴するものです。このインスタレーションは、⼈々が光と⾊に触れ、より持続可能で前向きな
未来を想像させるものです。このパートナーシップを通じて、エネルギーの⽣成を美しく表現する
ことができました」と、マーヤン・ファン・オーベル⽒は語りました。 



 
 

 
また、LEXUSのグローバルマーケティング責任者であるブライアン・ボレインは、「ソーラーデザ
イン分野のパイオニアであるマーヤン・ファン・オーベル⽒と共創できることを光栄に思います。
彼⼥の卓越したビジョンと専⾨知識を活かし、「LF-ZC」の本質を照らし出す驚くべきインスタレ
ーションとなり、⼈間中⼼の持続可能なデザインに対する彼⼥の想いは、私たち LEXUSにも共通す
る姿勢です。この作品をマイアミ現代美術館の庭園で展⽰できることを嬉しく思います。」と述べ
ています。 
 
マイアミ現代美術館のアーティスティック・ディレクター、アレックス・ガーテンフェルド⽒は、
「マイアミ現代美術館は、サステナビリティのための最適解を採⽤することで、気候変動への影響
を軽減することに取り組んでいます。マーヤン・ファン・オーベル⽒と LEXUSの⼒強い作品は、
サステナブルデザインの⼤きな進歩を象徴しており、環境への強い関⼼が、いかに現代的な解決策
をもたらすかを⽰しています。マイアミ アート＆デザインウィークの期間中、彼らの⼒強い作品を
展⽰するプラットフォームを提供できることを嬉しく思います」とコメントしています。 
 
「8分 20秒」の展⽰は、LEXUSがマイアミ現代美術館とパートナーシップを結んで 2 回⽬、マイア
ミ アート＆デザインウィーク期間中、LEXUSにとって 6 回⽬のインスタレーションとなります。
LEXUSとマイアミ現代美術館は、コラボレーションとインスタレーションを通じ、来場者がクリエ
イティブ・デザインの計り知れない可能性について考えるきっかけとなるような体験の構築に取り
組んでいます。 
 
 
 
 
 
マーヤン・ファン・オーベル⽒について 
マーヤン・ファン・オーベル⽒は、持続可能な未来のために、太陽光とテクノロジーを融合させた
イノベーションを探求するオランダ出⾝のソーラーデザイナー。⾃⾝が代表を務める「マーヤン・
ファン・オーベル スタジオ」は、太陽エネルギーを⽇常⽣活に取り⼊れるための創作活動を⾏い、
数多くの受賞歴を持つ。 
サステナビリティ、デザイン、ソーラーテクノロジーを融合した未来をつくり上げるための創造を
続け、ソーラーデザインを通じて永続的な変化を⽣み出し、建物やオブジェなどを通じて⽣活に太
陽光発電を取り⼊れ、より⾝近に感じられるようになることを⽬指している。代表作に「Sunne」、
「Current Table」、「Power Plant」、2020 年ドバイ万博のオランダパビリオンの屋根などがある。 
 
ファン・オーベル⽒は、2012 年にロイヤル・カレッジ・オブ・アート（製品デザイン修⼠）、2009

年にリートフェルトアカデミー・デザインラボ（学⼠）を卒業。太陽光エネルギーへの移⾏を世界
的に加速させるため、COS、Timberland、Swarovskiなど著名なブランドとのコラボレーションにも取
り組んでいる。 
 
さらに、2022 年のダッチ・デザイン・ウィークのアンバサダーに任命され、ファン・オーベル⽒の
太陽光エネルギーへの意欲を⾼めている。 
 
マイアミ現代美術館について 



 
 
 

マイアミ現代美術館（ICA Miami）は、現代アートの絶え間ない実験を促進し、新しい学問を発展さ
せ、マイアミ地域および国際的なアートとアイデアの交流を促進することに専念している。精⼒的
な展覧会の開催とプログラム、そしてコレクションを通じて、当館は、地元アーティストや、若⼿
アーティスト、まだ認知度の低いアーティストの作品に重要な国際的プラットフォームを提供し、
現代における最も⾰新的なアートの⼀般的な鑑賞と理解を促進している。2014 年に開館し、2017 年
12⽉ 1⽇にマイアミのデザイン・ディストリクトに新しい常設館をオープン。マイアミの中⼼部に
位置し、地域の⽂化的拠点として位置づけられており、マイアミ地域全体の⽂化的リテラシーを向
上させる役割を担っている。同美術館は⼊場無料であり、来館者は⼀年中、優れた芸術作品をオー
プンに鑑賞することができる。 
 
マイアミ現代美術館の住所は 61 NE 41st Street, Miami, Florida 33137。詳しくは、www.icamiami.org。ICA 

Channelでは展覧会や、現在活躍中の最もエキサイティングなアーティストの活動を紹介している。 
 
 
Random Studioについて 
Random Studioは、アムステルダムとパリを拠点とする、空間デザインスタジオ。⼈、建築、⾃然、
テクノロジーとの相互作⽤によって変化し、進化する空間を創造することに重点を置いている。 
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http://www.icamiami.org/

